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木
剣
起
源
の
一
試
論

─
七
面
大
明
神
と
の
関
係
に
つ
い
て
─

玉

　木

　晃

　仁

【
は
じ
め
に
】

　

日
蓮
宗
修
法
は
日
蓮
聖
人
の
思
想　

そ
れ
を
礎
と
し
た
教
学
史
と
は
一
線
を
期
す
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
日
蓮
宗
の
布
教
に
お
い
て
修

法
は
大
き
な
位
置
を
占
め
る
。
そ
の
必
須
ア
イ
テ
ム
が
木
剣
で
あ
り
、
日
蓮
宗
大
荒
行
堂
・
遠
寿
院
の
加け

行ぎ
ょ
う

に
よ
り
相
伝
さ
れ
る
秘
密

の
奥
義
で
あ
る
。

　

木
剣
起
源
を
『
日
蓮
宗
事
典
』（
以
下
『
事
典
』）』
加
持
杖
の
項
に
よ
れ
ば
、「
加
持
の
と
き
病
人
や
魅
女
（
よ
り
ま
し
）
を
打
つ
棒
。

桃
の
木
（
ま
た
は
ざ
く
ろ
）
を
一
尺
あ
ま
り
に
切
り
、
悪
霊
鬼
魅
、
病
魔
等
を
退
散
さ
せ
る
た
め
に
願
主
の
適
所
、
患
部
等
を
打
つ
。
桃

の
木
を
使
用
す
る
の
は
、
邪
気
を
避
け
、
悪
鬼
を
払
う
仙
木
と
さ
れ
て
い
る
た
め
。『
摩
訶
止
観
』
巻
第
八
の
上
に
、「
ま
た
、
身
上
に
痛

む
こ
と
あ
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
、
杖
を
も
っ
て
痛
く
病
処
を
打
つ
こ
と
四
た
び
五
た
び
十
た
び
に
い
た
る
。（
略
）
諸
の
病
は
心
の

作
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
心
に
憂
愁
の
思
慮
あ
ら
ば
邪
気
入
る
こ
と
を
得
。
い
ま
痛
を
も
っ
て
こ
れ
に
迫
れ
ば
、
す
な
わ
ち
横
想
に
暇

あ
ら
ず
、
邪
気
去
り
病
除
か
る
る
な
り
」
と
あ
り
、
加
持
杖
使
用
の
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
本
宗
の
修
法
も
、
当
初
は
こ
の
加
持
杖
を
も

っ
て
行
っ
た
が
、
後
に
剣
形
の
木
剣
と
な
り
、
更
に
現
今
の
よ
う
な
板
木
剣
に
変
化
し
て
き
た
。
加
持
杖
を
改
め
て
剣
形
と
し
た
の
は
、

日
蓮
聖
人
の
い
わ
ゆ
る
「
元
品
の
無
明
を
切
る
大
利
剣
」
の
切
断
の
義
を
と
っ
て
形
を
剣
に
擬
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
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て
『
祈
祷
故
事
略
旨
』
は
、
天
台
大
師
は
「
事
杖
」
を
も
っ
て
こ
れ
を
「
打
ち
」、
聖
人
は
「
理
剣
」
を
も
っ
て
こ
れ
を
「
切
る
」
の
だ

と
説
明
し
て
い
る
。」（『
事
典
』
九
〇
一
頁
Ｃ
Ｄ
）

　
『
事
典
』
の
木
剣
起
源
の
見
解
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
鶏
渓
日
舜
『
祈
祷
故
事
略
旨
』
の
見
解＊
１

の
踏
襲
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

に
疑
問
を
持
っ
た
の
が
本
稿
の
端
緒
で
あ
る
。

　

木
剣
起
源
の
故
事
・
縁
起
・
相
伝
書
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
修
行
僧
が
、
七
面
山
に
登
詣
、
七
面
大
明
神
を
感
得
、
木
剣
を

授
与
さ
れ
る
こ
と
を
端
緒
と
し
、
身
延
積
善
房
流
修
法
に
よ
り
編
み
出
さ
れ
、
日
蓮
宗
修
法
の
他
門
流
に
伝
播
、
展
開
し
て
い
っ
た＊
２

。

　

七
面
大
明
神
は
、
日
蓮
宗
の
依
経　

妙
法
蓮
華
経　

日
蓮
聖
人
遺
文
に
確
認
で
き
な
い
。
七
面
信
仰
は
室
町
時
代
後
期
、
身
延
門
流
の

一
部
の
信
仰
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
初
期
、
日
蓮
教
団
を
二
分
す
る
不
受
不
施
派
論
争
を
契
機
に
、
徳
川
家
側
の
受
派
の
七
面
信
仰
が
日

蓮
宗
全
体
に
伝
播
し
た
側
面
が
あ
る
。
さ
ら
に
江
戸
時
代　

大
奥
の
信
仰
を
得
、
江
戸
の
庶
民
文
化
に
根
付
き
展
開
し
た
日
蓮
宗
独
自
の

信
仰
形
態
で
あ
る
。
本
稿
は
木
剣
と
七
面
大
明
神
と
の
関
係
を
考
察
し
た
一
試
論
で
あ
り
、
加
持
杖
が
木
剣
起
源
に
対
す
る
疑
問
が
端
緒

で
あ
る
。

【
持
ち
物
を
通
し
て
み
る
七
面
大
明
神
の
正
体
】

　

残
存
す
る
最
古
の
七
面
大
明
神
の
尊
像
は
、
身
延
山
文
庫
所
蔵
の
天
正
十
三
年
（
一
五
四
四
）
刻
銘　

銅
像
七
面
大
明
神
座
像
の
よ
う

で
あ
る＊
３

。
そ
の
持
ち
物
に
注
視
す
る
と
、
右
手
に
鑰
、
左
手
に
宝
珠
で
あ
る
。
七
面
大
明
神
像
の
特
徴
で
あ
り
、
実
は
そ
れ
以
外
の
持
ち

物
を
持
つ
尊
像
は
、
管
見
で
は
確
認
で
き
な
い
。
七
面
大
明
神
を
感
得
し
た
神
秘
譚
は
多
様
で
あ
り
、
持
ち
物
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
な
い

の
に
関
わ
ら
ず
、
持
ち
物
が
差
違
な
く
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
。

　

江
戸
時
代
、
七
面
信
仰
流
行
に
伴
い
、
多
種
多
様
な
縁
起
が
作
成
さ
れ
た
。
七
面
大
明
神
の
本
地
も
多
様
で
あ
る
が
、
弁
才
天
を
本
地

と
す
る
縁
起
は
多
い＊
４

。
弁
才
天
の
持
ち
物
に
照
準
を
合
わ
せ
て
み
る
。



33 木剣起源の一試論（玉木）

　
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
七
「
大
弁
才
天
女
品
第
十
五
之
一
」
に
よ
れ
ば
、「
常
以
二
八
臂
一
自
荘
厳　

各
持
二
弓
箭
刀
矟
斧　

長
杵
鐵

輪
並
羂
索
一
」（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
十
六
巻
四
三
七ｃ
）
と
あ
り
、
七
面
大
明
神
の
持
ち
物
の
鑰
と
宝
珠
は
確
認
で
き
な
い
。

　
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』（『
大
日
経
』）
第
四
「
密
印
品
第
九
」
に
具
体
的
に
持
ち
物
は
確
認
で
き
な
い＊
５

。
天
台
密
教
に
と
っ

て
重
要
な
註
釈
書　

一
行
（
六
八
三
～
七
二
七
）
撰
『
大
日
経
義
釈
』
が
あ
る
。『
大
日
経
』
を
天
台
学
・『
法
華
経
』
を
利
用
し
註
釈
し

た
書
で
、
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）
に
よ
り
将
来
し
た
。
円
密
一
致
の
立
場
の
天
台
宗
の
学
者　

円
珍
（
八
一
四
～
八
九
一
）・
安
然

（
八
四
一
～
九
一
五
）
に
も
尊
重
さ
れ
、
台
密
は
『
義
釈
』
の
密
教
と
も
い
え
る
。

　

そ
の
『
大
日
経
義
釈
』
密
印
品
第
九
に
「
先
ニ
仰
テ二
左
手
ヲ一
當
テレ
臍
ニ
如
下ク
シ
ラ
承
ケ二
─

把
ル
琵
琶
ヲ一
狀
ノ上
」（『
續
天
台
宗
全
書
：
密
教
一
』
四
八

二
頁
下
）
と
弁
才
天
が
左
手
に
琵
琶
を
持
つ
根
拠
と
な
り
、
胎
蔵
界
現
図
曼
荼
羅
の
左
手
に
琵
琶
を
持
ち
、
右
手
に
バ
チ
を
持
つ
二
腎
弁

才
天
・
妙
音
弁
才
天
と
展
開
し
て
い
っ
た
。『
阿
婆
縛
抄
』『
行
林
抄
』
の
台
密
の
修
法
書
に
は
二
臂
の
妙
音
弁
才
天
が
本
尊
と
さ
れ
て
い

た
。
妙
音
弁
才
天
の
持
ち
物
は
琵
琶
と
バ
チ
で
七
面
大
明
神
と
の
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
に
と
っ
て
、
注
目
す
べ
き
弁
才
天
信
仰
は
、
宇
賀
神
と
習
合
し
変
遷
・
展
開
し
た
宇
賀
弁
才
天＊
６

で
あ
る
。
比
叡
山
、
そ
の
文
化
圏

か
ら
神
道
界
・
修
験
道
に
も
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
重
要
な
役
割
を
持
つ
経
典
が
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

Ａ
、
仏
説
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意
宝
珠
王
陀
羅
尼
経

　

Ｂ
、
仏
説
即
身
貧
転
福
徳
円
満
宇
賀
神
将
菩
薩
白
蛇
示
現
三
目
成
就
経

　

Ｃ
、
仏
説
宇
賀
神
王
福
徳
円
満
陀
羅
尼
経

　

Ｄ
、
仏
説
大
宇
賀
神
功
徳
弁
才
天
経

　

Ｅ
、
大
弁
才
天
女
秘
密
陀
羅
尼
経

　

Ａ
～
Ｃ
が
弁
財
天
三
部
経
、
そ
れ
に
Ｄ
・
Ｅ
を
加
え
る
と
五
部
経
・
五
本
経
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
は
日
本
撰
述
偽
経
と
認
定

さ
れ
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
山
本
ひ
ろ
子
『
異
神　

中
世
日
本
の
秘
教
的
世
界
』（
一
九
九
八
年
初
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版
）
に
、
弁
才
天
三
部
経
が
翻
刻
・
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
を
用
い
る＊
７

。
以
後
頁
数
は
、
特
別
な
断
り
が
な
い
限
り
『
異
神　

中
世
日
本

の
秘
教
的
世
界
』
の
頁
数
で
あ
る
。

　

Ａ
『
仏
説
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
経
』
に
、
宇
賀
神
王
の
持
ち
物
に
つ
い
て

　
　

有
リ二
八
臂
一
。
左
ノ
第
一ハ
鉾
。
第
二
ハ
輪
宝
。
第
三
ハ
宝
弓
。
第
四
ハ
宝
珠
。
右
ノ
第
一ハ
剣
。
第
二
ハ
棒
。
第
三
ハ
鑰
。
第
四
ハ
宝
箭
。（
四
七
六
頁
）

太
字
に
し
て
い
る
持
ち
物
は
、
今
日
の
一
般
的
七
面
大
明
神
の
尊
像
の
持
ち
物
で
あ
る
左
手
の
宝
珠
。
右
手
の
鑰
で
あ
る
。
七
面
大
明
神

は
自
ら
宇
賀
弁
才
天
の
垂
迹
で
、
変
態
（
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
）
し
た
と
主
張
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
宇
賀
弁
才
天

　太
刀
と
箶
簶
の
呪
法
と
木
剣
と
の
関
係
】

　

山
本
ひ
ろ
子
氏
は
、（『
異
神　

中
世
日
本
の
秘
教
的
世
界
』
第
三
章　

宇
賀
神
異
貌
の
弁
才
天
女　

Ⅱ
『
弁
才
天
修
儀
』
の
儀
礼
宇
宙

　

行
法
と
口
伝
を
め
ぐ
っ
て
」）
宇
賀
弁
才
天
の
秘
伝
の
儀
礼
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
て
い
る
。

　

比
叡
山
で
宇
賀
弁
才
天
の
修
法
書
の
頂
点
の
書
は
、
謙
忠＊
８

に
よ
る
『
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
修
儀
』
で
あ
る
。『
弁

才
天
修
儀
』『
大
修
儀
』『
如
意
宝
珠
王
修
儀
』
と
略
し
て
称
さ
れ
る
。「
太
刀
と
箶
簶
の
呪
法
」（
三
七
〇
～
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、

　
　

次
廻
リ二
太
刀
ニ一
十方
再
拝
シ
、
廻
二リ
テ
箶
簶
ニ一
正方
三
礼
ス
。

　
　

南
無
宇
賀
神
将
諸
仏
菩
薩
須
臾
間
頓
得
如
意
宝
珠
王
南
無
五
方
宇
賀
八
神
王
十
二
神
将
三
億
六
万
諸
眷
属

こ
こ
か
ら
宇
賀
弁
才
天
法
の
独
特
と
い
う
べ
き
行
法
が
展
開
さ
れ
る
。「
太
刀
ニ
廻
ル
」
と
は
、
不
動
明
王
の
刀
印
を
結
び
、
慈
救
咒
を

唱
え
な
が
ら
、
右
に
三
転
す
る
太
刀
辟
除
の
作
法
で
あ
る
。「
箶や
な

簶ぐ
い

二
廻
ル
」
は
、
や
は
り
刀
印
で
左
に
三
転
し
て
結
界
し
、
以
下
の
礼

文
を
唱
え
る
の
で
あ
る
。『
修
儀
私
記
』
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
古
く
は
本
物
の
太
刀
や
弓
矢
を
用
い
て
辟
除
・
結
界
を
行
っ
た
。（
中

略
）『
如
意
宝
珠
王
修
儀
』
で
そ
の
所
作
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
　

一
、
廻
太
刀　

切
十
方
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執
テ二
本
尊
ノ
右
ノ
方
ノ
太
刀
ヲ一
、
立
二
右
膝
ヲ一
廻
テレ
右
誦
二
慈
救
ノ
咒
ヲ一
切
二
十
方
ヲ一
也
。
是
則
チ
降
二─

伏
ス
ル
十
方
ノ
障
礙
ヲ一
意
也
。

こ
の
作
法
は
、（
Ｃ
）『
福
徳
円
満
陀
羅
尼
経
』
の
「
右
ノ
手
ニ
持
二ス
ハ
利
剣
ヲ一
、
為
レニ
テ
降
二─

伏
セ
ン
ガ
障
礙
神
ヲ一
」

の
一
文
と
関
係
し
よ
う
。

　
　

一
、
廻
ル二
箶
簶
ニ一　

射
ル二
正
方
ヲ一

　
　

�

執
テ二
本
尊
ノ
左
ノ
方
ノ
弓
箭
ヲ一
、
立
テ二
右
膝
ヲ一
廻
テレ
右
ニ
誦
シ二
愛
染
王

之
明
ヲ一
、
自
リ二
東
方
一
次
第
ニ
射
ルレ
之
ヲ
。
正
ク
非
ズレ
射
レル
ニ
ハ
之
ヲ
。

唱
フ二
愛
染
王
咒
ヲ一
。

愛
染
明
王
の
真
言
を
唱
え
な
が
ら
射
て
い
る
（
以
下
略
）

　

山
本
氏
の
論
考
を
、
補
足
す
れ
ば
箶や
な

簶ぐ
い

は
、
矢
を
入
れ
、
右
腰
に
付
け
て
携
帯
す
る
道
具
。
平
安
時
代
は
公
家
の
儀
仗
用
に
使
用
さ
れ

た
。
愛
染
明
王
の
咒
も
梵
語
は
、「
ウ
ン　

シ
ッ　

テ
」
と
読
み
、
一
字
心
咒
と
称
さ
れ
る
。
ま
た
『
修
儀
私
記
』
は
、
大
永
六
年
（
一

五
二
六
）
の
法
印
儼
運
書
写
『
弁
才
天
修
儀
私
記
』（
前
掲
山
本
氏
註
二
四　

四
六
五
～
六
頁
参
照
）
の
こ
と
で
あ
る
。
辟
除
結
界
は
、

諸
魔
を
除
き
結
界
す
る
こ
と
。

　

こ
の
太
刀
と
箶
簶
の
呪
法
を
、
身
延
積
善
房
流
修
法
が
吸
収
・
参
考
し
た
と
推
理
し
た
。
理
由
は
、

①
不
動
・
愛
染
の
咒
を
唱
え
る
こ
と
。

　

日
蓮
聖
人
の
曼
荼
羅
は
、
法
華
経
の
虚
空
会
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
依
経
で
あ
る
妙
法
蓮
華
経
に
登
場
し
な
い
不
動
明
王
・
愛
染
明
王

が
梵
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
の
曼
荼
羅
を
模
範
に
、
先
師
が
檀
信
徒
に
授
与
し
た
曼
荼
羅
に
は
、
不
動
・
愛
染
の
梵
語
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
組
み
込
み
や
す
い
呪
法
で
あ
る
。
今
日
の
日
蓮
宗
修
法
の
現
場
で
不
動
・
愛
染
の
梵
語
を
使
用
し
た
お
札
・
御

守
り
・
御
妙
符
を
使
用
し
て
い
る
。
日
蓮
宗
修
法
の
伝
統
と
も
い
え
る
。

②
太
刀
（
刀
剣
）
を
使
用
し
辟
除
結
界
を
す
る
こ
と
。
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刀
剣
を
用
い
、
不
動
・
愛
染
の
咒
を
唱
え
る
。
こ
の
儀
礼
が
多
種
の
所
作
と
融
合
し
て
、
今
日
の
木
剣
で
九
字
を
切
る
こ
と
に
展
開
し

た
と
推
理
し
た
。
今
日
の
日
蓮
宗
修
法
で
は
、
勧
請　

読
経
の
後　

木
剣
を
用
い
て
加
持
を
す
る
際
に
辟
除
結
界
の
よ
う
な
所
作
を
す
る
。

③
伝
書
に
は
、
弓
箭
を
使
用
し
た
供
述
が
多
数
確
認
で
き
る
。
特
に
大
が
か
り
な
地
祭
（
四
十
九
院
法
）
に
は
必
須
ア
イ
テ
ム
と
な
る
。

　

ま
た
山
本
氏
は
『
大
修
儀
』
に
つ
い
て
「
こ
の
書
を
聖
典
と
し
て
、
叡
山
で
は
宇
賀
神
を
本
尊
と
す
る
弁
才
天
法
が
盛
ん
に
実
践
さ
れ

て
い
っ
た
わ
け
だ
が
、
叡
山
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
類
書
を
み
る
と
実
に
多
彩
な
展
開
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、

実
際
に
行
わ
れ
た
行
法
の
記
録
を
み
る
と
必
ず
し
も
『
大
修
儀
』
の
通
り
に
は
執
行
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
大
修
儀
以
外
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
宇
賀
弁
才
天
法
が
あ
っ
た
。」（
三
五
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

日
蓮
宗
修
法
師
の
私
に
と
っ
て
納
得
が
い
く
。
中
山
法
華
経
寺
の
大
荒
行
で
相
伝
を
受
け
た
が
、
布
教
現
場
で
は
臨
機
応
変
に
対
応
が

必
要
で
、
儀
礼
の
変
化
は
必
然
で
あ
る
。

　

身
延
積
善
房
の
宇
賀
弁
才
天
の
秘
法
受
容
は
、
謙
忠
『
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
修
儀
』
の
相
伝
ま
た
は
派
出
し
た
台

密
の
秘
法
の
相
伝
を
受
け
た
僧
侶
か
ら
か　

そ
れ
と
も
何
ら
か
の
思
想　

例
え
ば
台
密
と
関
係
の
深
い
修
験
道
、
吉
田
神
道
を
介
し
て
な

の
か
。
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

　

身
延
積
善
房
で
七
面
大
明
神
の
本
地
は
宇
賀
弁
才
天
と
認
識
し
、
宇
賀
弁
才
天
の
儀
礼
吸
収
す
る
過
程
で
木
剣
が
編
み
出
さ
れ
た
と
思

索
し
て
み
た
。

【
結
び
】

　

当
初
、
木
剣
の
起
源
・
展
開
は
、
日
蓮
宗
修
法
が
吉
田
神
道
の
思
想
を
吸
収
し
た
過
程
で
成
立
し
た
と
推
理
し
た
。
吉
田
神
道
は
教
義

確
立
に
宇
賀
弁
才
天
の
秘
法
を
研
究
・
吸
収
し
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
。
特
に
吉
田
神
道
八
代
当
主　

吉
田
兼
右
（
一
五
一
六
～
一
五
九

九
）
の
存
在
で
あ
る
。
厳
島
神
社
に
招
聘
さ
れ
、
神
事
を
整
備
し
た
。『
身
延
鑑
』
の
七
面
大
明
神
は
、
自
ら
厳
島
神
社
の
弁
才
天
が
本
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地
と
告
白
し
て
い
る
こ
と
は
偶
然
だ
ろ
う
か
。
ま
た
吉
田
兼
右
は
、
仏
心
院
日
珖
（
一
五
三
二
～
一
五
九
九
）
と
交
流
が
あ
り
、
身
延
山

へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
比
叡
山
の
宇
賀
弁
才
天
の
影
響
は
広
範
な
た
め
、
吉
田
神
道
だ
け
の
影
響
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
思
案
が

尽
き
な
い
。

　

木
剣
の
起
源
は
、
身
延
積
善
房
で
、
七
面
大
明
神
の
持
ち
物
か
ら
本
地
を
宇
賀
弁
才
天
と
認
識
が
あ
っ
た
。
宇
賀
弁
才
天
の
秘
密
儀
礼

の
吸
収
過
程
で
木
剣
の
原
形　

刀
を
修
法
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
木
剣
へ
と
展
開
・
発
展
し
た
と
思
う
。
今
日
で
も
木
剣
の
こ
と

を
楊
枝
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
機
会
を
見
つ
け
発
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
１　

加
藤
瑞
光　

宮
川
了
篤
編
『
日
蓮
宗
祈
祷
聖
典
』（
以
下
『
祈
祷
聖
典
』）
二
五
三
～
四
頁　

＊
２　
「
甲
州
身
延
積
善
坊
第
十
代
日
閑
法
師
傳　

附
日
傳
」（
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
脱
稿
六
牙
院
日
潮
著
『
本
化
別
頭
佛
祖
統
記
』）
四
五

六
～
七
頁　
　

忍
辱
鎧
日
栄
（
？
～
一
七
二
二
）
著
『
修
験
故
事
便
覧
』『
祈
祷
聖
典
』
二
一
四
～
五
頁　
『
仙
応
房
加
行
相
承
次
第
』
宮
崎
英

修
『
日
蓮
宗
の
祈
祷
法
』）
三
一
七
頁　

小
山
田
日
寿
（
一
八
七
四
～
一
九
三
九
）
編
著
『
祈
祷
指
南
書
』「
楊
枝
の
寸
法
等
」
に
木
剣
の
寸
法
、

具
体
的
な
書
き
方
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
後
に
、「
以
上
の
木
剱
は
必
ず
開
眼
し
て
使
用
し
決
し
て
疎
略
に
す
べ
か
ら
ず
、
現
今
の
験

師
諸
氏
が
多
く
使
用
す
る
は
此
内
、
五
段
總
通
の
木
剱
に
て
今
、
大
正
五
年
よ
り
一
百
九
十
八
年
即
ち
享
保
五
年
庚
子
九
月
二
十
日
遠
壽
院
日

久
聖
人
が
認
め
ら
れ
し
傳
書
に
は
身
延
、
山
籠
之
内
伝
授
と
あ
り
、
然
ら
ば
、
日
久
聖
人
已
来
一
百
九
十
八
年
間
中
山
門
流
も
こ
の
楊
枝
の
み

を
使
用
せ
し
者
歟
。（
下
略
）」『
祈
祷
聖
典
』
五
三
六
頁

＊
３　
『
身
延
山
久
遠
寺
資
料
調
査
報
告
書
』（
身
延
町
教
育
委
員
会　

平
成
十
六
年
）
図
版
七　

一
四
九
頁
上

＊
４　

高
橋
俊
隆
『
日
蓮
聖
人
の
歩
み
と
教
え　

第
四
部
身
延
入
山
と
七
面
信
仰
』
第
五
章
に
七
面
大
明
神
の
縁
起
に
つ
い
て
成
立
年
代
に
沿
っ
て

概
説
さ
れ
て
い
る
。

＊
５　
「
仰
三
昧
手
在
於
臍
輪　

智
慧
手　

空
風
相
持　

向
身
運
動　

如
奏
音
樂　

是
妙
音
天
費
拏
印
」（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
十
八
巻　

二
九ｃ
）

＊
６　

光
宗
（
一
二
七
六
～
一
三
五
〇
）
に
よ
り
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
か
ら
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
ま
で
の
叡
山
天
台
の
行
事
・
作
法
や
口
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伝
法
門
な
ど
を
集
録
し
た
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
宇
賀
弁
才
天
の
弁
天
法
が
確
認
で
き
る
。

＊
７　

服
部
法
照
「
日
本
撰
述
偽
経
と
講
式
・
祭
文
」『
印
度
学
仏
教
研
究
』
第
四
十
一
巻
第
一
号
（
平
成
四
年
十
二
月
）
に
弁
財
天
五
部
経
に
つ

い
て
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
時
点
の
資
料
の
状
況
・
内
容
も
含
め
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
山
本
ひ
ろ
子
『
異
神　

中
世
日
本
の
秘
教
的
世
界
』

（
一
九
九
八
年
初
版
）
に
、
弁
才
天
三
部
経
が
翻
刻
・
収
録
さ
れ
て
い
る
。
山
本
氏
に
よ
れ
ば
、「
資
料
Ⅰ
〈
弁
才
天
三
部
経
〉（
仮
題
）
は
、

叡
山
文
庫
・
生
源
寺
蔵
写
本
『
宇
賀
経
』
と
、
円
覚
蔵
刊
本
『
弁
才
天
三
部
経
略
疏
』
の
採
択
し
た
本
を
校
合
の
上
、
翻
刻
し
た
」（
四
七
五

頁
）
と
あ
る
。

＊
８　
『
大
修
儀
』
の
作
者　

謙
忠
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い
人
物
で
あ
る
。『
渓
嵐
拾
葉
集
』「
弁
天
部
」
に
謙
忠
と
宇
賀
弁
才
天
と
の
関
係
を

確
認
で
き
る
。

　

本
稿
は
平
成
七
年　

服
部
法
照
氏
か
ら
頂
い
た
抜
刷
・
示
唆
が
端
緒
で
あ
る
。
草
稿
は
出
来
て
い
た
が
、
発
表
の
機
会
を
逸
し
て
い
た
。

紙
面
を
借
り
て
服
部
法
照
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。




